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中
園
の
法
史
に
お
い

て
、
犯
罪
を
行
っ
た
者
の
親
属
が
犯
人
を
蔵
医
し
た
と
き
に
、
蔵
匿
者
の
罪
を
減
菟
す
る
親
麗
容
隠
の
法
の
由
来
は
久

し
い
。
容
隠
を
認
め
ら
れ
る
親
周
の
範
囲
や
、
菟
責

・
減
刑
の
如
何
等
は
、
時
代
に
よ
っ
て
同
異
が
あ
る
が
、
親
腐
容
隠
の
来
源
は
、

古
く

『
論
語
』
の
中
に
求
め
ら
れ
、

下
っ
て
は
唐
律
や
明

・
清
律
に
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
る
に
至
り
、
延
い
て
は
、
我
が
園
の
刑
法
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

親
麗
容
隠
の
法
は
、
儒
家
思
想
の
現
れ
の

一
つ
と
し
て
在
日
さ
れ
て
来
た
た
め
、
そ
の
沿
革
を
説
い
た
先
皐
の
研
究
は
、
既
に
幾
っ
か
存
在

(

1

)
 

す
る
。
し
か
し
、
そ
の
4

タ
く
は
、
必
ず
し
も
法
の
規
定
を
盟
系
的
に
整
理
し
て
絞
述
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
、

小
稿
で
は
こ
の
閥

を
補
う
べ
く
、
沿
革
に
閲
し
て
は
唐
代
ま
で
の
極
く
あ
ら
ま
し
を
述
べ
る
に
止
め
、
主
と
し
て
、

清
律
に
お
け
る
親
属
容
隠
誼
び
に
そ
れ
に
閥

わ
る
諸
規
定
を
出
来
る
だ
け
系
統
的
に
紹
介
す
る
。
併
せ
て
、
唐
律
の
規
定
と
の
比
較
に
言
及
し、

叉
、
清
代
刑
事
剣
例
集
所
牧
の
二
、
三
の



事
案
を
も
引
い
て
、
親
属
容
陣
憾
の
法
上
の
位
置
付
け
を
解
説
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
子
路
篇
に
贋
く
知
ら
れ
た
次
の
一
節
が
あ
る
。

先
ず
、

そ
れ
は
、
楚
の
葉
公
が
孔
子
に
射
し
て
、

管
下
の
村
民
の
直
射
(
正
直
者

の
弱
)
な
る
者
が
、

そ
の
父
が
他
慮
か
ら
紛
れ
込
ん
だ
羊
を
横
領
し
た
の
を
、
官
府
に
訴
え
て
出
た
と
語
っ
た
と
こ
ろ
、
孔
子
は
言
下
に
そ
の

非
な
る
を
舛
口
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
孔
子
は
言
う
、

「
吾
が
黛
の
直
な
る
者
は
是
れ
に
異
な
る
。
父
は
子
の
震
に
隠
し
、
子
は
父
の
震
に

憶
す
。
直
な
る
こ
と
其
の
中
に
在
り
」
と
。

こ
の
直
朗
読
話
を
巡
っ
て
は
、

引
い
て
、
令
予
の
行
掃
を
非
難
し
た
く
だ
り
が
載
る
。
園
家
法
至
上
主
義
に
立
つ
法
家
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
儒
家
の
家
族
倫
理
重
親
の
思

右
の
一
簡
が
、
親
麗
容
隠
を
認
め
る
思
想
の
来
源
と
さ
れ
、
こ
こ
に
は
儒
家
の
家
族
中
心
主
義
思
想
が
顛
著
に
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、

『
韓
非
子
』
五
霊
篇
に
、
楚
の
令
ヰ
ア
が
、
直
屈
を
君
に
は
直
で
あ
る
が
父
に
は
曲
で
あ
る
か
ら
と
て
殺
し
た
と

想
は
到
底
容
認
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

親
属
容
隠
の
是
非
を
巡
る
両
様
の
考
え
方
は
、
漢
代
に
入
っ
て
も
見
ら
れ
、

『
盟
識
論
』
周
秦
篇
に
、
前
漢
の
昭
一
帝
の
と
き
、
首
匿
相
坐
の
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法
、
即
ち
首
謀
者
と
な
っ
て
犯
人
を
醸
匿
し
た
者
の
連
帯
責
任
を
問
う
法
の
存
置
を
必
須
と
す
る
政
府
側
の
御
史
の
、
法
家
的
・
現
質
的
な
主

張
と
、
片
や
、
儒
家
的
・
理
念
的
な
思
想
を
以
て
、
そ
の
非
な
る
を
説
く
文
皐
の
反
論
と
が
載
る
。
必
要
論
者
は
、
要
す
る
に
重
刑
を
以
て
人

民
を
威
嚇
し
、
犯
罪
を
珠
防
せ
ん
が
た
め
に
、
首
匿
相
坐
の
法
を
必
要
と
す
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
射
し
て
、
反
割
論
者
は
言
う
。

「首

匿
相
坐
の
法
立
ち
て
よ
り
、
骨
悶
の
恩
贋
れ
て
、
刑
罪
聞
く
こ
と
多
し
。
父
母
の
子
に
於
け
る
や
、
罪
有
り
と
雄
も
猶
之
れ
を
匿
す
は
、
山
町
罪

に
服
す
る
を
欲
せ
ざ
る
の
み
。
子
は
父
の
震
に
隠
し
、
父
は
子
の
痛
に
隠
す
も
、
未
だ
父
子
の
相
い
坐
す
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
兄
弟
緩
か
に

追
い
て
、
以
て
賊
を
兎
る
る
を
聞
く
も
、
未
だ
兄
弟
の
相
い
坐
す
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
」
と
。
こ
こ
で
も
、
先
の
『
論
語
』
が
引
か
れ
て
、
親

属
容
隠
を
認
め
る
べ
き
と
言
う
の
で
あ
る
。

親
属
容
隠
の
是
か
非
か
は
、
昭
一
帝
の
次
の
宣
一帝
一
の
代
に
な
っ
て
、

一
通
り
の
決
着
が
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
即
ち
、

お
か

「
父
子
の
親
、
夫
婦
の
道
は
天
性
な
り
。
患
繭
有
り
と
雄
も
、
猶
死
を
蒙
し
て
之
れ
を
存
す
。
誠
に
愛
が
心
に

『
漢
書
』
宣
一
帝
一
紀
、
地
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簡
四
年
(
前
六
六
年
)
の
詔
に
、
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結
ば
れ
、
仁
厚
の
至
り
な
り
。
宣
能
く
之
れ
に
違
わ
ん
や
。
今
よ
り
子
が
父
母
を
首
匿
し
、
妻
が
夫
を
匿
し
、
孫
が
大
父
母
を
匠
す
は
、
皆
坐

す
る
こ
と
勿
れ
。
其
れ
父
母
が
子
を
匿
し、

夫
が
萎
を
匿
し
、
大
父
母
が
孫
を
匿
し
、
罪
殊
死
な
ら
ば
、
皆
上
請
し
、
廷
尉
以
関
せ
よ
」

と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

(

2

)

 

は
、
皇
帝
一
の
裁
可
を
待
つ
と
い
う
後
件
附
き
で
あ
る
が
、

後
牢
部
に
お

い
て

所
掲
の
傘
長
が
卑
幼
に
劃
し
て
は

首
謀
者
と
な
っ
て
臓
匿
し
た
罪
が
死
刑
に
首
る
と
き
だ
け

と
も
あ
れ
、
親
属
容
隠
の
原
則
が
、
皇
帝
の
詔
つ
ま
り
園
家
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
こ
と
に
な
る
。

下
っ
て
、
唐
代
に
至
る
と
、

親
腐
容
隠
を
認
め
る
規
定
が
、

唐
律
の
中
に
明
ら
か
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
名
例
律
第
四
十
六
僚
の
同

居
相
魚
隠
候
で
あ
る
。

し
ん

諸
て
同
居
若
し
く
は
大
功
以
上
の
親
、
及
び
外
祖
父
母
・
外
孫
、
若
し
く
は
孫
の
婦
、
夫
の
兄
弟
、
及
び
兄
弟
の
妻
、
罪
有
り
て
相
い
魚

-
b
 

に
隠
し
、
部
曲

・
奴
蝉
が
主
の
痛
に
隠
し
た
る
は
、
皆
論
ず
る
勿
れ
。

即
し
其
の
事
を
漏
露
し
、
及
び
消
息
を
描
語
し
た
る
も
、
亦
坐
せ

大
功
以
上
殺
、
及
外
祖
父
母

・外
孫
、
若
孫
之
婦
、
失
之
兄
弟
、
及
兄
弟
妻
、

若
し
謀
叛
以
上
を
犯
し
た
る
者
は
、

有
罪
相
魚
際
、
部
曲

・
奴州問
、信
問
主
際
、
皆
勿
論
。

即
海側露
其
事
、
及
地
問
諾

此
の
律
を
用
い
ず
(
諸
同
居
若
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ず
。
其
れ
小
功
以
下
相
い
隠
し
た
る
は
、
凡
人
よ
り
三
等
を
減
ず
。

消
息
、
亦
不
坐
。
其
小
功
以
下
相
隠
、
減
凡
人
三
等
。
若
犯
謀
叛
以
上
者
、
不
用
此
律
)
。

以
上
が
唐
律
の
親
属
容
隠
を
認
め
る
基
本
規
定
で
あ
る
。
そ
の
他
、
律
に
は
こ
れ
と
関
わ
り
を
持
つ
幾
つ
か
の
候
文
が
あ
る
が、

(
3〉

つ
い
て
は
、
次
節
で
清
律
の
親
麗
容
隠
を
論
ず
る
際
に
、
制
到
慮
す
る
唐
律
の
規
定
を
引
い
て
言
及
す
る
。

そ
れ
ら
に

清
律
に
お
け
る
親
属
容
隠

親
厨
容
隠
に
関
わ
る
明
律
誼
び
に
清
律
の
規
定
は
、
大
位
に
お
い
て
唐
律
を
継
い
で
い
る
。

先
ず
、
前
引
の
唐
律
名
例
律
第
四
十
六
僚
に
針
躍
す
る
清
律
の
規
定
は
、
各
五
名
例
律
下
、
親
麗
相
魚
容
隠
線
で
あ
る
(
以
下
、

清
律
は
『
大

法
律
例
治
修
梨
宮
前
大
成
』
、
光
絡
二
十
九
年
刊
に
依
る
。

書
き
下
し
文
中
、
括
弧
内
は
爽
注
)
。



凡
そ
同
居
(
同
と
は
財
を
同
じ
く
す
る
を
謂
う
。
共
居
の
親
属
は
、
籍
の
同
異
を
限
ら
ず
。
限
無
き
者
と
雄
も
亦
走
れ
な
り
〉
、
若
し
く
は
大
功
以
上
の

し

ん

む

す

め

む

乙

親
(
男
居
大
功
以
上
の
親
属
、
服
重
き
に
係
る
を
謂
う
)
、
及
び
外
祖
父
母

・
外
孫

・
妻
の
父
母
・
女
培
、
若
し
く
は
孫
の
婦
・
夫
の
兄
弟
、

及
び
兄
弟
の
妻
〈
恩
重
き
に
係
る
〉
、
罪
有
り
て
(
彼
此
)
相
い
痛
に
容
隠
し
(
得
〉
、
奴
稗
・
雇
工
人
(
義
重
し
〉
、
家
長
の
震
に
隠
し
た
る
者

は
、
皆
論
ず
る
勿
れ
(
家
長
が
奴
鱒
・
雇
工
人
の
震
に
隠
す
こ
と
を
得
ざ
る
者
は
、
義
嘗
に
其
の
罪
を
治
む
べ
き
な
れ
ば
な
り
)
。
若
し
其
の
事
を
漏

世
し
、
及
び
消
息
を
通
報
し
て
、
罪
人
を
し
て
隠
匿
・
逃
避
せ
し
む
る
を
致
し
た
る
者
も
(
其
の
法
に
於
て
相
い
容
隠
す
る
を
得
る
を
以
て
)
、

亦
坐
せ
ず
(
相
い
容
隠
す
る
を
得
る
の
親
属
、
罪
を
犯
す
有
り
、
官
司
遁
捕
し
、
因
り
て
其
の
事
を
漏
池
し
、

及
び
暗
地
消
息
を
通
報
し
、
罪
人
を
し
て

隠
避
・
逃
走
せ
し
む
る
を
致
す
。
放
に
亦
坐
せ
ざ
る
を
謂
う
〉
。
其
れ
小
功
以
下
相
い
容
隠
し
、

及
び
其
の
事
を
漏
世
し
た
る
者
は
、
凡
人
よ
り

三
等
を
滅
ず
。
服
無
き
の
親
は
一
等
を
滅
ず
(
男
居
小
功
以
下
の
親
腐
を
謂
う
)
。

お
よ

(
服
有
る
親
属
と
雄
も
、
謀
反
・
謀
大
逆

・
謀
叛
を
犯
し
、
但
そ
容
隠
し
て
首
せ
ざ
る
者
は
、
律
に
依
り
て
罪
を
科
す
。
故
に
此
の
律
を
用
い
ず
と
云
う
を

若
し
謀
叛
以
上
を
犯
し
た
る
者
は
、

此
の
律
を
用
い
ず

人
、
震
家
長
隠
者
、
皆
勿
論
。
若
漏
泊
其
事
、
及
通
報
消
息
、
致
令
罪
人
隠
匿
・
逃
避
者
、
亦
不
坐
。
其
小
功
以
下
相
容
際
、

及
漏
池
其
事
者
、
減
九
人
三

- 61ー

謂
う
)

(
九
同
居
、
若
大
功
以
上
親
、
及
外
祖
父
母
・
外
孫
・
妻
之
父
母
・
女
培
、
若
孫
之
婦

・
夫
之
兄
弟
、
及
兄
弟
妻
、
有
罪
相
震
容
際
、
奴
縛

・
属
工

等
。
無
限
之
親
、
減
一
等
。
若
犯
謀
叛
以
上
者
、
不
用
比
律
〉
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
親
腐
の
犯
罪
を
容
隠
し
て
、
全
面
的
に
罪
を
論
ぜ
ら
れ
な
い
の
は
、
第
一
に
同
居
の
親
属
で
あ
る
。
同
居
と
は
家
族
共
産

関
係
を
現
に
維
持
し
て
い
る
開
柄
を
謂
い
、
同
居
で
あ
れ
ば
、
籍
の
同
異
を
限
ら
ず
、
服
の
有
無
を
論
じ
な
い
。
第
二
に
、
同
居
の
親
麗
以
外

で
は
、
大
功
以
上
の
親
属
は
、
そ
の
服
が
重
い
故
に
こ
れ
に
一
該
嘗
し
、
叉
、
外
祖
父
母
(
小
功
)
・
外
孫
(
怨
肺
〉

・
妻
の
父
母
(
総
蹴
〉

・
む
す
め

の
夫
(
総
腕
〉
・
孫
の
妻
(
小
功
或
は
線
腕
)
・
夫
の
兄
弟
(
小
功
)
、
或
は
兄
弟
の
妻
(
小
功
〉
は
、
服
は
小
功
或
は
偲
蹴
と
軽
い
が
、
別
居
で
あ
っ

て
も
現
貫
の
生
活
関
係
が
親
密
で
あ
る
(
「
恩
重
き
に
係
る
」
〉
た
め
に
こ
の
中
に
入
る
。
次
に
、
兎
責
は
さ
れ
な
い
が
罪
を
減
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
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上
述
以
外
の
別
居
の
小
功
以
下
の
親
麗
で
あ
り
、
九
人
よ
り
三
等
を
減
ぜ
ら
れ
る
。
後
述
の
知
情
蔵
匿
罪
人
僚
に
お
い
て
、

蔵
匿
し
た
と
き
は
、
犯
人
の
罪
よ
り
一
等
を
減
ず
る
と
定
め
る
か
ら
、
本
僚
の
小
功
以
下
の
親
属
の
容
隠
は
、
犯
人
の
罪
よ
り
計
四
等
を
減
ず

一
般
人
が
犯
人
を



(
総
注
)
と
さ
れ
る
。

凡
そ
か
か
る
菟
責

・
減
刑
は、

向
、
親
属
関
係
で
は
な
い
が
、

皆
人
情

本
ザつ ー寸

き其
の

天 服
理既
Vこ tこ
原2軽
づく
き

其
風の
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る
こ
と
と
な
る
。
同
様
に
、
無
服
の
親
日
閣
が
容
隠
し
た
と
き
は
、
計
二
等
が
減
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
は
、

分
漸
く
疏
」

(
線
注
)
な
る
が
た
め
で
あ
る
。

以
上
を
通
じ
て
、

俗
を
厚
く
し
て
、
倫
紀
を
敦
く
す
る
所
以
、
律
の
情
義
な
り
」

奴
碑

・
雇
工
人
が
家
長

を
容
隠
し
た
と
き
は
免
責
さ
れ
、
そ
の
逆
の
立
場
で
は
容
隠
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
被
蔵
者
の
犯
罪
に
は
例
外
が
あ
り
、

即
ち
謀
反
・

謀
大
逆

・
謀
叛
と
い
う
、

右
に
列
開
場
し
た
如
何
な
る
親
腐
も
容
隠
は
認
め
ら
れ
な

い
。
容

ζ

と

さ

は

な

賊
盗
律
(
径
二
十
三
、
刑
律
賊
盗
上
)
謀
反
大
逆
僚
の
「
情
を
知
り
て
故
ら
に
縦
ち
、

も
し
も
そ
れ
が
謀
叛
以
上
の
罪
、

十
悪

(
巻
四
、
名
例

律
上
)
の
冒
頭
に
列
せ
ら
れ
る
三
大
重
罪
の

一
つ
に
嘗
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

隠
す
れ
ば

隠
蔽
し
た
る
者
は

斬

或
は
謀
叛
僚
の

「(向
上
文
)
絞
」

に
依
っ

て
鹿
断
さ
れ
る
。

「大
義
、
親
を
滅
す
る
」

(
親
廊
相
居
同
容
隠
肱
脈
拍
仙
注
)
が
故
で
あ
り
、
園
家
の
最
重
大
事
の
前
で
は
、

親
腐
聞
の
情
誼
も
顧
慮
さ
れ
る
除
地
は
な
い
。

木
候
に
題
す
る
容
隠
と
は
、
端
的
に
は
親
腐
が
犯
人
を
自
家
に
蔵
匿
す
る
行
筋
を
指
し
て
言
う
が
、
木
俊
は
叉
、
臓
匿
の
ほ
か
に
、
犯
人
を

し
て
官
憲
の
追
求
か
ら
逃
れ
さ
せ
る
行
痛
を
も
、
兎
責

・
減
刑
の
封
象
と
す
る

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
即
ち
、
官
憲
の
遁
捕
を
探
り
知
っ
て
、
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そ
れ
を
犯
人
に
漏
世
し
た
り
、
或
は
、
遁
捕
の
情
況
を
ひ
そ
か
に
犯
人
に
通
報
し
た
り
し
て
、
犯
人
を
近
く
に
隠
匿
す
る
と
か
、
遠
く
に
逃
避

さ
せ
る
等
の
行
痛
が
そ
れ
に
首
る
。

且
つ
、
綿
注
に
知
情
臓
匠
罪
人
僚
を
引
い
て
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

自
家
に
蔵
匿
す
る
行
局
と
妓
ん

で
、
逃
げ
道
を
数
え
る
、
逃
走
用
の
衣
糧
を
資
給
す
る、

或
は、

|
|
本
僚
に
掲
げ
ら
れ
た
親
属
の
聞
で
|
|
轄
々
相
い
逢
っ

て
隠
識
す
る
等

の
行
震
は
、

何
れ
も
兎
責

・
減
刑
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。

本
保
に
言
う
罪
有
る
親
属
と
は
、
犯
罪
事
買
は
渡
究
し
で
も
、
土
木
だ
官
の
手
に
依
っ

て
拘
禁
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
い
者
を
指
す
(
艇
注
)
。

従

っ
て
、
既
に
官
に
拘
禁
さ
れ
た
者
を
ひ
そ
か
に
縞
取
し
て
逃
走
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
有
服
の
親
属
も
そ
の
罪
は

一
般
人
と
同
じ
と
さ
れ
る

(径
二
十
四
、
刑
律
賊
盗
中
、
効
囚
保
線
注
)
。

叉
、
子
孫
や
奴
蝉

・
雇
工
人
が
、
祖
父
母
父
母
や
家
長
に
鎖
具
を
解
脱
す
る
物
を
興
え
て、

れ

を
解
放
し
て
逃
走
せ
し
め
よ
う
と
す
る
行
局
、
つ
ま
り
逃
走
常
助
も
、

一
般
人
が
行
っ

た
場
合
と
そ
の
罪
は
同
じ
で
あ
る

(
径
三
十
六
、
刑
律
断



獄
上
、
輿
囚
金
刃
解
脱
保
。

総
注
に
依
れ
ば
、

子
孫
が
祖
父
母
父
母
に
劃
し
て
と
言
う
中
に
は
、
そ
の
徐
の
親
属
の
開
柄
に
お
け
る
場
合
も
含
ま
れ
る
〉
。

こ
の

爾
僚
と
親
属
相
鶏
容
隠
候
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
本
係
輯
注
に
、

「
此
れ
(
本
僚
を
指
す
〉
是
れ
罪
を
犯
し
た
る
の
後
、
未
だ
護
し
て
官
に
到
ら

ず
、
未
だ
曾
て
禁
に
入
ら
ず
。
或
は
蔵
し
て
家
庭
に
在
り
、
或
は
他
所
に
避
け
、
園
法
未
だ
加
わ
ら
ず
、
我
其
の
私
意
を
壷
す
を
得
。

は

な

お

か

僚
を
指
す
〉
是
れ
己
に
禁
ぜ
ら
れ
た
る
の
囚
、
法
紀
在
る
所
、
宣
之
れ
を
縦
ち
法
を
好
し
て
紀
を
飽
さ
し
む
可
け
ん
や
。
所
謂
門
内
の
治
は
恩

を
以
て
義
を
掩
い
、
門
外
の
治
は
義
を
以
て
恩
を
断
つ
な
り
」
と
言
う
。
園
家
法
が
家
庭
に
立
ち
入
る
限
界
を
説
く
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
、

彼
(
悶

本
保
立
法
の
趣
旨
を
も
言
い
嘗
て
た
も
の
が
あ
る
。

(

4

)

 

も
と
も
と
、
律
に
は
先
に
も
引
い
た
知
情
識
匠
罪
人
候
(
巻
三
十
五
、
刑
律
捕
亡
〉
が
あ
り
、
前
述
の
如
き
親
属
で
は
な
い
一
般
人
が
、
他
人

が
罪
を
犯
し
て
、
そ
れ
が
設
費
し
て
官
憲
の
捜
査
が
始
ま
っ
て
い
る
と
き
に
、
そ
の
情
を
知
り
な
が
ら
護
見
・
逮
捕
を
菟
れ
さ
せ
る
べ
く
、
犯

人
を
離
陸
し
た
り
、
隠
避
せ
し
め
た
り
す
れ
ば
、
犯
人
の
罪
よ
り
一
等
を
減
じ
た
刑
を
科
す
る
と
定
め
る
。
こ
れ
は
司
法
に
閲
す
る
園
擢
の
作

(
5〉

か
か
る
犯
人
蔵
匿
の
一
般
規
定
の
特
例
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
候
文
で
あ
る
。
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用
を
妨
碍
す
る
者
を
慮
罰
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
そ
の
罪
は
重
い
。
封
し
て
、
親
属
相
矯
容
隠
僚
は
、

清
律
の
親
腐
相
魚
容
隠
僚
と
、
唐
律
の
同
居
相
魚
隠
僚
と
は
大
同
小
異
で
あ
る
。
小
異
の

一
つ
は
、
清
律
が
||
明
律
を
縫
い
で
|
|
容
隠

を
認
め
ら
れ
る
親
腐
の
中
に
、

妻
の
父
母
と
む
す
め
の
夫
(
「
女
埼
」
。
何
れ
も
外
姻
総
廊
)
と
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

清
律
同
僚
爽
注
や
綿
注
で
は
、
外
祖
父
母
・
外
孫
等
を
一
括
し
て
、

「
恩
重
き
に
係
る
」
、

「
其
の
恩
重
し

と
注
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
醇

允
升
は
『
唐
明
律
合
編
』
に
お
い
て
、
唐
律
に
は
な
か
っ
た
の
に
明
律
が
こ
れ
を
加
え
た
一
意
味
が
解
さ
れ
な
い
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
明
代
に

は
最
も
む
こ
養
子
(
「
賛
靖
」
〉
を
重
ん
じ
た
た
め
、

律
が
特
に
こ
れ
を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
言
う
。

そ
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
む
こ
養
子
は
妻

の
父
母
と
日
夜
相
い
頼
り
、
恩
は
父
子
の
如
く
、
同
居
の
親
属
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
、
律
内
に
添
え
た
と
も
解
さ
れ
る
が
、
畢
寛
、

期
親
・
大
功
等
と
等
し
く
扱
い
、
本
宗
小
功
・
綜
腕
よ
り
も
優
位
に
置
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
親
疏
・
厚
薄
は
悉
く
失
す
る
結
果
に
な
っ
た
と
難

(
6〉

じ
て
い
る
。
こ
の
読
の
嘗
否
は
俄
に
論
じ
難
い
け
れ
ど
も
、
唐
代
と
は
異
な
っ
た
明
・
清
の
賛
靖
の
現
象
に
、
立
法
の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
る

681 
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ベ
き
程
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
例
で
は
あ
ろ
う
。

小
異
の
い
ま
一
つ
は
、
清
律
は
別
居
無
服
の
親
属
が
容
隠
し
た
場
合
も
、
犯
人
の
罪
よ
り
通
計
二
等
を
減
ず
る
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
唐
律

に
は
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
無
服
の
親
属
(
例
え
ば
堂
兄
弟
の
妻
、
再
従
兄
弟
の
妻
等
)
も
同
居
で
あ
れ
ば
、
嘗
然
菟
責
の
封
象
に

入
る
が
(
唐
律
も
同
じ
。
唐
律
同
僚
注
)
、
清
律
は
別
居
を
も
、
僅
か
の
減
刑
な
が
ら
木
俊
適
用
の
中
に
加
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
が
如
何
な
る

現
買
を
反
映
し
た
立
法
か
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
以
上
二
つ
の
相
違
貼
を
逼
し
て
、
清
律
は
唐
律
よ
り
も
、
菟
責

・
減
刑
の

親
属
の
範
囲
が
贋
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

親
属
容
隠
を
認
め
る
こ
と
は
、
親
属
聞
に
お
け
る
犯
罪
を
官
に
訴
え
出
る
の
を
許
さ
な
い
と
す
る
こ
と
と
表
裏
を
な
す
。
も
と
も
と
、

上
述

の
『
論
一
語
』
直
拐
の

一
件
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
子
が
父
の
犯
罪
を
訴
え
出
る
の
は
、

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
唐
律
は
岡
訟
律
に
お
い
て
、
一
定
範
圏
の
親
属
聞
の
告
言
を
禁
止
す
る
侠
項
を
設
け
て
、
親
属
容
隠
を
積
極
的

に
義
務
づ
け
て
い
る
(
第
四
十
四
J
四
十
六
僚
、
告
祖
父
母
父
母
絞
候
・
告
期
親
等
長
候
・
告
総
腕
卑
幼
係
)
。

「
子
は
父
の
痛
に
隠
す
」
と
正
に
相
い
反
す
る
行
篤

清
律
も
こ
れ
を
縫
い
で
、
巻
三
十
、
刑
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律
訴
訟
門
に
干
名
犯
義
侠
な
る
規
定
を
置
く
。
本
僚
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第

一
に
、
卑
幼
が
傘
長
に
劃
し
て
は
(
萎
針
夫
を
も
含
め
)
、

子
孫
が
祖
父
母
父
母
を

杖

一
百
徒
三
年
と
な
り
、
期
親
の
傘
長

・
外
祖
父
母
を
告
言
し
、

十、

組
腕
に
は
杖
七
十
と
さ
れ
る
。
何
れ
も
告
言
の
内
容
が
員
買
で
あ
っ
て
も
、

妾
が
妻
を
告
言
す
れ
ば

妻
妾
が
夫
或
は
夫
の
祖
父
母
父
母
を
告
言
す
れ
ば

杖

一
百、

大
功
に
は
杖
九
十
、

小
功
に
は
杖
八

卑
幼
等
は
右
の
罪
を
得
る
(
認
告
の
場
合
は
、
絞
以
下
の
刑
が

規
定
さ
れ
て
い
る
)
。
他
方
、
告
言
さ
れ
た
傘
長
等
の
う
ち
、
前
掲
の
大
功
の
隼
長
ま
で
と
、
又
、
特
に
妻
の
父
母
(
総
腕
)
を
も
加
え
、
そ
れ
ら

の
者
は
自
首
し
た
場
合
(
後
述
、
犯
罪
白
首
候
)
と
同
様
、

れ
る
。

純
注
に

冒
頭
の
祖
父
母
父
母

・
夫

・
夫
の
祖
父
母
父
母
に
射
し
て
は
、

本
来
犯
し
た
罪
を
菟
ぜ
ら
れ
、
小
功

・
縛
蹴
の
傘
長
は
本
の
罪
よ
り
三
等
を
減
ぜ
ら

「

名

分

恩

義

、

総

い

過

悪

有

る

最
も
傘
く
至
り
て
重
し
。

も

義
と
し
て
や
田
に
容
隠
す
ベ
し
。

乃
ち
寛
に
其
の
罪
を
告
設
す
る
は

是
れ
倫
理
を
滅
絶
す
る
な
り
。

故
に
著
し
て
干
名
犯
義
の
首
と
魚

す
」
と
言
う
。
本
来
容
隠
す
べ
き
者
を
逆
に
告
援
す
る
倫
理
違
背
を
強
く
責
め
る
の
で
あ
る
。
向
、
名
例
律
(
巻
四
、

十
悪
候
)
に
依
れ
ば
、
租



父
母
父
母
や
夫
の
祖
父
母
父
母
を
告
言
す
る
行
魚
は
、
十
悪
の
不
孝
に
入
り
、
夫
又
は
大
功
以
上
の
傘
長
や
小
功
の
傘
属
に
劃
し
て
は
、
不
睦

に
入
る
。

第
二
に
、
隼
長
が
卑
幼
に
射
し
て
は
、
期
親
・
大
功
、
或
は
む
す
め
の
堵
を
告
言
す
れ
ば
、
そ
の
内
容
が
良
質
で
あ
っ
て
も
、
告
言
さ
れ
た

卑
幼
は
、
自
首
し
た
の
と
同
様
罪
を
兎
ぜ
ら
れ
る
。
子
孫
・
妻
妾
・
外
孫
に
劃
し
て
も
同
じ
で
あ
る
。
小
功
・
据
腕
を
告
言
す
れ
ば
、
卑
幼
は

本
の
罪
よ
り
三
等
を
減
ぜ
ら
れ
る
。

以
上
何
れ
の
場
合
も
、
告
言
し
た
傘
長
は
罪
を
論
ぜ
ら
れ
な
い
ハ
但
し
、
謹
告
で
あ
れ
ば
、
子
孫
・
外
孫
そ
の

他
に
糾
問
す
る
場
合
の
例
外
を
除
き
、

一
定
の
庭
罰
を
受
け
る
〉
。

第
三
に
、
卑
幼
が
傘
長
を
告
言
し
て
も
、
干
名
犯
義
の
罪
に
問
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
億
長
の
謀
反
・
大
逆
・
謀

お
か

叛
、
或
は
富
蔵
姦
細
(
開
諜
を
際
磁
す
る
〉
を
告
言
し
た
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
則
ち
干
す
こ
と
園
家
に
係
り
、
恩
も
以
て
義
を
掩
う
可
か
ら

か
く

ず
、
親
す
る
者
の
震
に
聾
す
を
得
ず
」
(
線
注
〉
の
故
で
あ
り
、
先
の
親
属
相
震
容
謄
僚
に
お
い
て
、
容
隠
が
非
と
さ
れ
る
場
合
と
概
ね
相
い

封
躍
す
る
。
次
に
は
、
嫡
母
(
妾
の
子
か
ら
見
て
父
の
妻
)
・
繕
母
(
前
委
の
子
か
ら
見
て
父
の
後
妻
〉
・
慈
母
(
生
み
の
母
を
失
っ
た
妾
の
子
か
ら
見
て
、

そ
れ
は
一
つ
に
は
、

自
分
に
子
の
な
い
他
の
妾
で
、
父
の
命
に
依
り
母
代
り
と
な
っ
て
撫
養
し
た
者
〉
、

或
は
生
み
の
母
が
、

子
の
父
を
殺
し
、
又
は
養
父
母
が
生
み
の
父
母

嘗
に
各
ミ
其
の
重
き
所
を
権
る
べ
き
」
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を
殺
し
た
と
き
に
、

こ
れ
を
告
言
し
た
場
合
で
あ
る
。

「
則
ち
人
倫
の
大
襲
、

(
線
注
〉
た
め
と
さ
れ

る
。
い
ま
一
つ
に
は
、
期
親
以
下
の
傘
長
に
財
産
を
侵
奪
さ
れ
、
或
は
そ
の
身
を
殴
傷
さ
れ
た
と
き
、
卑
幼
が
自
ら
の
被
害
の
救
済
を
訴
え
出

侵
奪
・
殴
傷
も
祖
父
母
父
母
に

依
る
と
き
は
、
子
孫
は
告
言
出
来
な
い
。
以
上
、
何
れ
も
卑
幼
は
干
名
犯
義
に
嘗
ら
ず
、
他
方
、
告
言
さ
れ
た
傘
長
は
自
首
減
免
の
適
用
を
受

た
場
合
で
あ
る
。
侵
奪
・
殴
傷
は
「
則
ち
剥
膚
の
痛
、
情
容
れ
ざ
る
の
み
」

(
総
注
〉
の
故
と
言
う
。

但
し
、

け
る
こ
と
な
く
、
首
一
該
犯
罪
に
規
定
さ
れ
た
慮
罰
を
受
け
る
。
叉
、

(
8〉

さ
れ
た
と
き
も
同
じ
で
あ
る
。

か
か
る
自
首
減
兎
が
適
用
さ
れ
な
い
の
は
、
立
場
を
逆
に
、
卑
幼
が
告
言
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清
律
干
名
犯
義
僚
と
唐
律
闘
訟
律
第
四
十
四
J
四
十
六
僚
と
に
は
、
幾
つ
か
の
相
違
が
あ
る
。

り
、
最
も
額
著
に
は
、
子
孫
が
祖
父
母
父
母
を
告
言
し
た
と
き
に
、
唐
律
で
は
絞
と
、
死
刑
で
あ
る
が
、
清
律
で
は
杖
一
百
徒
三
年
と
大
幅
に

主
た
る
も
の
の
一
つ
は

告
言
の
刑
で
あ
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軽
く
な
っ
て
い
る
。
妻
妾
が
夫
や
夫
の
租
父
母
父
母
に
劃
し
て
、
唐
律
の
徒
二
年
が
清
律
で
は
杖

一
百
徒
三
年
と
や
や
重
く
、
子
孫
封
租
父
母

(

ω

)

 

父
母
と
詑
ぶ
も
の
と
さ
れ
て
い
る
例
外
を
除
け
ば
、
全
陸
に
卑
幼
の
傘
長
に
射
す
る
告
言
の
刑
は
、

清
律
が
軽
い
。

品
特
長
が
卑
幼
に
劃
し
て

は
、
唐
律
で
は
子
孫

・
外
孫

・
子
孫
の
婦
'
妥

・
己
の
妾
を
告
言
し
た
と
き
は
、
何
ら
罪
を
論
ぜ
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
、
小
功

・
総
腕
の
卑

幼
に
劃
し
て
は
杖
八
十
、
大
功
以
上
は
一
等
遁
減
で
あ
り
、

そ
の
刑
は
軽
い
に
し
て
も
、
傘
長
は
告
言
の
罪
を
問
わ
れ
る
。
封
し
て
、
清
律
で

は
隼
長
か
ら
す
る
告
言
は
|
|
謹
告
で
な
い
限
り

l
!罪
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
亦
清
律
が
軽
い
。
次
に
、
小
功

・
総
航
の
傘
長
が

告
言
さ
れ
た
と
き
に
、
唐
律
で
は
被
告
言
者
に
自
首
滅
菟
の
適
用
は
な
か
っ
た
が
、
清
律
で
は
本
罪
よ
り
刑
三
等
滅
と
さ
れ
る
。

い
ま

一
つ、

卑
幼
が
告
言
を
許
さ
れ
る
の
は

唐
律
で
は
傘
長
の
反

・
逆

・
叛
で
あ
る
が

清
律
は
そ
の
ほ
か
に
富
蔵
姦
細
を
加
え
て
い
る
こ
と

叉

唐
律
は
踊

・
縫

・
慈
母
に
依
っ
て
父
が
殺
さ
れ
た
と
き
に
、
子
の
告
言
を
許
し
た
が
、
清
律
は
そ
れ
に
生
み
の
母
に
依
る
場
合
を
も
加
え
て
い

る
こ
と
も
、
雨
律
の
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
後
者
に
つ
い
て
、
清
律
本
燦
腕
注
で
は
、

「天
傘
く
地
卑
し
、

父
を
以
て
尤
も
重
し
と
す

(

日

)

向
、
親
属
相
魚
容
隠
僚
の
篠
例

一
に
依
る
と
、
子
は
父
を
殺
し
た
母
を
告
言
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
の
に
止
ま
ら
ず
、

む
し
ろ
告
言

- 66ー

れ
ば
な
り
」
と
言
う
。

す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
即
ち
、

同
僚
例
で
は
、
子
が
事
件
を
秘
し
隠
し
て
、

そ
れ
が
露
れ
て
後
に
、
始
め
て
自
供
し
た
な
ら
ば

不
慮
重
杖

八
十
に
鹿
し
、
も
し
も
官
の
審
訊
に
針
し
て
猶
も
隠
し
た
な
ら
ば
、
達
制
律
に
照
し
て
杖
一
百
と
す
る
と
定
め
、
併
せ
て
、
母
が
父
に
殺
さ
れ

た
の
で
あ
れ
ば
、
子
は
律
に
依
っ
て
容
隠
す
る
を
許
す
と
断
っ
て
い
る
。

『
曾
典
事
例
』
に
は
こ
の
候
例
制
定
の
契
機
と
な
っ
た
事
件
が
載

る
。
そ
れ
は
、
清
興
氏
な
る
者
が
夫
の
鴻
青
を
殴
傷
し
て
死
な
せ
、
現
場
を
目
撃
し
た
子
の
鴻
克
腔
が
、

母
に
威
嚇
さ
れ
て
事
を
秘
し
て
共
に

逃
げ
隠
れ
た
が
、
後
に
官
の
手
に
落
ち
て
審
訊
さ
れ
た
と
き
に
、
子
が
直
ち
に
事
買
を
供
述
し
た
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
白
星一
帝
の
器
官
日
に
、

「
但
だ
、

父
の
母
に
於
け
る
は
、
傘
親
相
い
等
し
き
に
属
す
と
雄
も
、
然
れ
ど
も
父
は
子
の
綱
た
り
、
夫
は
妻
の

綱
た
り
。

(
ロ
)

る。

-・
・
是
れ
人
子
の
父
母
に
於
け
る
は
、

恩
同
じ
く
し
て
分
は
則
ち
開
有
り

と

雨
者
の
扱
い
を
異
に
す
べ
き
こ
と
を
言
っ
て
い



清
律
親
麗
相
魚
容
隠
候
・
同
僚
例

一
と
、
干
名
犯
義
僚
と
の
相
互
の
闘
連
に
つ
い
て
見
る
と
、
前
述
し
た
逼
り
、
容
陪
僚
で
は
反
・
逆

・
叛

三
罪
は
容
隠
を
許
さ
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
容
隠
す
れ
ば
庭
罰
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
片
や
干
名
犯
義
僚
は
、
告
言
し
で
も
干
名
犯
義
の
限
り
に

あ
ら
ず
と
し
て
、
反

・
逆
・
叛
を
始
め
と
す
る
幾
つ
か
の
犯
罪
を
翠
げ
て
い
る
が
、
容
隠
を
認
め
ず
、
む
し
ろ
告
言
を
義
務
づ
け
て
、
そ
の
違

反
を
庭
罰
し
た
の
は
、
右
の
三
罪
と
父
が
母
に
殺
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
律
文
や
諸
注
か
ら
し
て
は
明
ら

か
に
し
難
い
が
、
剣
例
集
に
間
接
に
窺
い
得
る
事
案
が
載
る
。
例
え
ば
『
刑
案
謹
賀
績
編
』
に
、
徳
克
精
額
の
父
の
特
依
清
が
、
そ
の
弟
の
特
升

阿
に
殴
傷
さ
れ
て
死
亡
し
た
が
、
徳
克
精
額
は
租
母
の
命
に
従
っ
て
、
特
升
阿
を
隠
匿
し
、
事
件
の
内
容
を
偽
っ
て
届
け
出
た
と
い
う

一
件
が

(

日

)

(

凶

)

あ
る
。
こ
れ
に
射
し
て
刑
部
は
、
徳
克
精
額
の
租
母
に
と
っ
て
は
、
死
者
は
自
分
の
子
で
あ
り
、
本
来
容
隠
し
得
る
人
に
属
す
る
が
、
徳
克
精

額
か
ら
す
れ
ば
、
殺
さ
れ
た
の
は
そ
の
父
で
あ
る
か
ら
、
畢
寛
容
隠
し
難
く
、
も
と
よ
り
租
母
の
命
に
迫
ら
れ
た
か
ら
と
言
っ
て
罪
を
論
じ
な

い
と
い
う
こ
と
も
出
来
な
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
け
れ
ど
も
徳
克
精
額
は
た
だ
命
に
従
っ
て
隠
匿
し
た
の
だ
か
ら
、

「
父
祖
が
殺
さ
れ

子
孫
私
和
す
る
の
僚
」

(
巻
二
十
六
、
刑
律
人
命
、
品
骨
長
任
問
人
殺
私
和
僚
)
を
適
用
す
る
の
も
安
嘗
で
は
な
い
と
て
、

徳
克
精
額
を

「
俳
人
が
母
に
殺
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さ
れ
、
其
の
子
隠
忍
す
る
」
に
比
照
し
て
不
麿
重
律
に
照
し
、
杖
八
十
に
擬
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

親
属
相
篤
容
隠
篠
例
一
一
は
、
父
が
殺
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
た
と
え
母
の
手
に
依
る
も
の
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
子
は
訴
え
る
べ
き

で
あ
る
と
し
た
。
右
の

一
件
で
は
、
況
や
父
の
弟
に
依
っ
て
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

よ
し
ん
ば
租
母
の
命
に
従
っ
た
に
せ
よ
、
嘗
然
臆
忍

を
認
め
得
ぬ
も
の
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
れ
を
庭
罰
す
る
正
僚
が
な
い
か
ら
、
同
僚
例
に
比
照
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件

で
は
や
や
特
殊
な
事
情
が
介
在
し
て
い
る
が
、
以
上
か
ら
す
る
と
、
思
う
に
、
文
が
殺
さ
れ
た
な
ら
ば
母
を
も
訴
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
よ

り
し
て
、
そ
れ
が
一
般
に
は
容
隠
を
認
め
ら
れ
、
告
言
を
禁
ぜ
ら
れ
た
、
他
の
如
何
な
る
親
属
|

|
恐
ら
く
祖
父
母
を
も
含
め
!
ー
に
依
る
か

(

日

〉

を
問
わ
ず
、
そ
の
死
を
隠
忍
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
違
反
は
庭
罰
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

い
ま
一
つ
、
『
刑
案
耀
覧
』
に
、
陳
固
柴
が
姦
婦
陳
孫
氏
を
刺
し
殺
し
た
一
件
で
、
孫
氏
の
賓
の
弟
の
孫
寓
全
が
、
孫
氏
が
姦
を
犯
し
た
と

(

日

目

)

き
に
情
を
知
っ
て
容
隠
し
た
と
い
う
事
案
が
載
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
四
川
線
督
は
親
属
相
震
容
隠
僚
を
適
用
し
た
が
、
刑
部
は
こ
れ
を
駁
し
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て
、
親
腐
相
い
容
隠
す
る
を
得
る
と
は
、
遁
常
の
犯
罪
を
指
し
て
言
う
の
で
あ
り
、
犯
姦
に
至
つ

て
は
、
祖
宗
を
甚
し
く
痔
か
し
め
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
親
属
は
均
し
く
義
憤
を
愛
し
て
防
ぎ
守
る
責
が
あ
る
と
前
置
き
し
た
上
で
、
本
件
の
孫
寓
全
は
孫
氏
の
胞
弟
で
あ
っ
て
、
続
例
の

及
び
服
有
る
親
属
、

を
知
っ
て
容
隠
し
た
の
は
、
律
の
親
属
容
隠
と
は
同
じ
で
な
い
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
原
擬
は
安
嘗
で
は
な
い
が
、

「
本
夫

・
本
婦
の
伯
叔

・
兄
弟、

皆
姦
を
捉
う
る
を
許
す
」

(
俳
句
二
十
六
、
刑
律
人
命
、
殺
死
姦
ヰ
〈
係
例
十
九
)
に
蛍
り
、
情

た
だ
、
孫
氏
は
己
に
出
嫁

し
、
孫
蔦
全
は
そ
の
卑
幼
に
属
し
て
取
り
締
る
責
は
な
い
か
ら
、
無
罪
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。

干
名
犯
義
後
爽
注
に
お

い
て
、
卑
幼
が
傘
長
を
告
言
し
て
も
干
名
犯
義
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
中
に
、
犯
姦
を
穆
げ
て
い
る
こ
と
は
先
に
示

し
た
(
前
注
(

8

)

所
引
)。

犯
姦
に
あ
っ

て
は
、
情
を
知

っ
て
容
隠
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
い
う

に
止
ま
ら
ず
、

進
ん
で
訴
え
る
べ
き
で
あ
り
、
も
し
も
本
件
の
よ
う
な
出
嫁
の
姉
と
い
う
如
き
場
合
で
な
け
れ
ば
、
卑
幼
で
あ
っ
て
も
犯
姦
の

こ
れ
と
右
の
一
件
と
を
併
せ
て
見
る
と
、

傘
長
を
容
隠
す
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
鹿
罰
を
兎
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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次
に
、
先
に
も
鯛
れ
た
自
首
に
関
す
る
規
定
、
即
ち
、
名
例
律
下

(
径
五
)
、
犯
罪
自
首
僚
は
、
犯
罪
を
自
首
し
た
と
き
は
、
渡
四
%
前
で
あ
れ

ば
、
|
|
特
定
の
犯
罪
を
除
き
|
|
原
則
と
し
て
そ
の
罪
を
克
ず
る
と
い
う
規
定
で
あ
り
、
そ
の
中
に
、
犯
人
が
自
首
せ
ず
と
も
、
人
(
何
び

或
は
相
い
容
隠
を
許
さ
れ
た
者
が
局
首
し
(
犯
人
の
魚
に
首
す
る
)
、

と
か
を
問
わ
な
い
〉
に
代
首
さ
せ

若
し
く
は
告
言
し
た
場
合
は

何
れ
も

犯
人
が
自
首
し
た
の
と
同
じ
放
果
を
得
し
め
る
と
定
め
た
も
の
が
あ
る
。
叉
、

同
僚
候
例

一
で
は
、
小
功

・
紹
腕
の
親
属
が
矯
首

・
告
言
し
た

な
ら
ば
、
犯
人
の
罪
は
三
等
減
、

無
服
の
親
腐
で
あ
れ
ば

一
等
減
と
す
る
。

は
親
疏
を
限
ら
な
い
〉
に
首
告
さ
れ
た
犯
人
は
、
夫
・
4

そ
の
罪
を
減
免
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
告
言
し
た
卑
幼
は
先
の
干
名
犯
義
篠
に
依

以
上
の
よ
う
に

右
に
掲
げ
ら
れ
た
範
囲
の
親
風
(
但
し
、
代
首

っ
て
科
断
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
る
。
但
し

」
れ
に
は
例
外
が
あ
る
こ
と
は

干
名
犯
義
侠
の
紹
介
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

叉
、
犯
罪
自
首
候
例

一
は
、
特
に
反

・
逆

・
叛
の
三
罪
に
つ
い
て
、
も
し
も
親
属
が
首
告
し
、
或
は
犯
人
を
捕
え
て
迭
官
し
た
と
き
は
、
未
だ

賀
行
に
着
手
し
な
い
犯
人
は
罪
を
兎
ぜ
ら
れ
る
が
、
既
に
着
手
し
た
な
ら
ば
兎
ぜ
ら
れ
ず
、

片
や
、
何
れ
に
あ
っ

て
も
犯
人
に
縁
坐
す
べ
き
親

厨

(謀
反
大
逆
篠

・
謀
叛
候
所
掲
)
は
罪
を
兎
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

向、

清
律
犯
罪
白
首
候
誼
び
に
候
例

一
と
唐
律
と
の
主
た
る
相



達
貼
は
、
唐
律
で
は
、
小
功

・
組
蹴
の
親
属
が
篇
首
し
た
場
合
、
犯
人
は
罪
三
位
一
寸
を
減
ず
る
が
(
名
例
律
第
三
十
七
篠
疏
)
、
告
言
さ
れ
た
の
で
あ

れ
ば
適
用
な
し
と
す
る
(
嗣
訟
律
第
四
十
五
篠
疏
〉
と
こ
ろ
、
詑
び
に
、
無
服
の
親
属
一
等
減
は
言
わ
な
い
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
。

以
上
の
清
律
親
属
相
魚
容
隠
僚
を
始
め
と
す
る
三
箇
僚
は
、
親
属
の
容
隠
を
許
し
、
告
言
を
禁
じ
、
自
首
減
兎
を
認
め
る
と
い
う
形
で
、
相

互
に
関
わ
り
合
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
聞
の
こ
と
を
、
干
名
犯
義
侠
輯
注
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

ゆ
る

親
属
相
い
容
隠
す
る
を
得
て
、
叉
、
痛
に
首
せ
ば
罪
を
菟
ず
る
を
准
し
、
市
る
を
告
せ
ば
則
ち
干
名
犯
義
な
り
。
蓋
し
名
分
関
わ
る
所
、

恩
義
重
し
と
魚
す
e

若
し
容
隠
を
許
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
以
て
其
の
恩
を
傷
つ
く
る
有
る
を
恐
れ
、
若
し
震
に
首
ず
る
を
許
さ
.
さ
れ
ば
、
則

し
ん

ち
以
て
其
の
親
を
救
う
無
き
を
恐
る
。
首
す
る
は
則
ち
其
の
親
の
罪
を
兎
る
る
を
欲
し
、
親
愛
の
一
意
に
本
づ
き
て
之
れ
を
出
だ
す
な
り
。

告
す
る
は
則
ち
其
の
親
の
法
に
正
さ
る
る
を
欲
し

賊
害
の
一
意
に
本
づ
き
て
之
れ
を
出
だ
す
な
り
。

故
に
既
に
容
謄
・
震
首
の
例
を
著

し
、
叉
干
名
犯
義
の
法
を
巌
に
す
る
は
、
員
に
天
理
・
人
情
の
至
り
な
り
。

要
す
る
に
、
親
属
は
そ
の
聞
の
恩
義
が
重
い
か
ら
、

そ
れ
を
全
う
せ
し
め
る
た
め
に
容
隠
を
許
す
e

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
も
と
よ
り
犯
人
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の
罪
を
消
滅
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
何
れ
官
憲
の
手
に
落
ち
た
場
合
、
犯
人
は
嘗
然
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
犯
罪
設

魔
以
前
に
犯
人
の
震
に
首
す
れ
ば
、
犯
人
自
ら
の
改
遁
自
新
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
本
人
の
自
首
が
あ
っ
た
も
の
と
看
倣
し
て
、
自
首
減
兎
の

法
を
適
用
す
る
と
い
う
道
を
聞
き
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、

も
と
も
と
親
腐
を
救
わ
ん
が
た
め
の
行
痛
で
あ
る
容
隠
の
質
を
も
翠
げ
し
め
る
。
他

前
引
の
輯
注
に
は
、

震
首
は
親
愛
の
意
に
出

あ
ば

「
相
い
告
言
す
る
は
、
則
ち
念
恨
に
し
て
許
き
設
す
る

方
、
告
言
で
あ
れ
ば

卑
幼
が
辱
長
に
射
し
て
は
、
告
言
者
が
干
名
犯
義
の
罪
に
問
わ
れ
る
。

で
、
告
言
は
賊
害
の
意
に
出
る
た
め
で
あ
る
と
言
い
、
叉
、
犯
罪
自
首
候
輯
注
に
も
、

な
り
・」、

「
卑
幼
の
傘
長
に
於
け
る
は
、

-・
・蓋
し
名
義
関
わ
る
所
、

反
っ
て
其
の
倒
行
逆
施
、
相
い
容
隠
せ
ざ
る
を
悪
む
な
り
」
と
言
う
。

つ
ま
り
、
震
首
は
親
属
が
罪
に
陥
る
の
を
教
お
う
と
す
る
行
痛
で
あ
る
の
に
射
し
て
、
逆
に
告
言
は
、
本
来
容
隠
す
べ
き
親
属
を
罪
に
陥
れ
ん

と
し
て
裂
く
行
震
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
注
に
依
れ
ば
、
篇
首
と
告
言
と
は
、
そ
の
動
機
・
意
固
に
お
い
て
相
い
反
す
る
も
の
と
さ
れ

687 

る
の
で
あ
る
が
、
治
且
つ
、
魚
首
さ
れ
た
場
合
と
同
様
に
、
被
告
言
者
ま
で
も
が
自
首
減
菟
の
適
用
を
受
け
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
前
引
犯
罪
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自
首
候
牌
注
に
は
、

お
よ

「
告
言
の
本
念
、
震
首
と
同
じ
か
ら
ず
と
雌
も
、
而
れ
ど
も
但
そ
其
の
相
い
容
る
る
を
得
る
の
誼
を
論
ぜ
ば
、
即
ち
罪
を

兎
ず
る
を
得
」
と
ど一一
口
い
、
本
来
容
隠
し
て
守
ら
れ
秘
せ
ら
る
べ
き
よ
し
み
あ
る
者
が
汗
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
言
者
の
罪
を
兎
ず
る

と
す
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
買
際
に
行
っ
た
犯
罪
を
告
言
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
も
、
被
告
言
者
を
慮
罰
し
た
の
で
は
、
親
属
を
罪
に
陥
れ
よ

う
と
す
る
告
言
者
の
一
意
固
の
質
現
に
園
家
が
手
を
貸
す
結
果
に
な
り
、
卑
幼
よ
り
す
る
告
言
を
禁
ず
る
法
の
趣
旨
や
、
更
に
は
、
親
属
容
隠
の

規
定
の
理
念
を
も
有
名
無
買
に
す
る
こ
と
を
倶
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

上
述
し
た
と
こ
ろ
に
関
連
し
て
、
多
少
の
存
疑
を
加
え
る
。
そ
の
一
つ
に
、
従
来
親
属
容
隠
に
言
及
し
た
設
の
中
に
は
、
震
首
と
告
言
の
子

孫
等
に
及
ぼ
す
炊
果
を
同

一
視
し
て
い
る
か
、
乃
至
、
魚
首
の
規
定
を
考
慮
に
容
れ
て
い
な
い
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
塵
同
租

氏
t主

「
子
孫
其
の
親
を
救
い
、
親
を
刑
裁
に
陥
る
る
を
兎
れ
し
め
ん
が
痛
に
、
自
ら
己
が
身
を
以
て
父
租
を
告
言
す
る
の
刑
章
に
鯛
犯
す
る

を
惜
し
ま
ず
」
と
言
い
、

西
国
太

一
郎
氏
も

「
子
孫
は
自
分
が
絞
刑
に
な
る
の
を
畳
悟
の
上
で
告
言
し
て
祖
父
母

・
父
母
を
救
う
こ
と
も
で

(

げ

)

こ
れ
は
「
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な
い
矛
盾
」
で
あ
る
と
す
る
。
け
れ
ど

「
若
し
情
を
忘
れ
躍
を
棄
て
、
故
ら
に
告
し
た
る
有

と
述
べ
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き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
不
孝
と
い
う

も
、
先
の
諸
注
に
言
う
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、
叉
、
唐
律
問
訟
律
第
四
十
四
候
疏
で
も
、

る
者
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
父
祖
を
救
わ
ん
が
た
め
に
、
そ
の
犯
罪
事
買
を
申
告
す
る
行
矯
は
篇
首
に
嘗
り
、
干
名
犯
義
候

の
告
言
に
入
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
か
か
る
場
合
ま
で
、
雨
氏
が
言
う
よ
う
な
、
子
孫
等
が
刑
章
に
鯛
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
解

さ
れ
る
。

い
ま

一
つ
は
、
前
述
し
た
通
り
、
清
律
で
は
傘
長
の
卑
幼
に
劃
す
る
告
言
は
、
干
名
犯
義
に
は
嘗
ら
ず
、
唐
律
が
子
孫
そ
の
他
二
、
三
の
者

に
封
す
る
場
合
を
除
い
て
、
卑
幼
に
劃
す
る
告
言
も
罪
に
問
う
(
前
注
(
叩
)
所
引
)
こ
と
と
相
違
す
る
。
前
引
の
清
律
犯
罪
白
首
候
輯
注
に
は
、

卑
幼
の
倒
行
逆
施
(
道
理

・
正
道
に
逆
ら
っ
た
行
篤
)
を
似
合
め
、

容
隠
し
な
い
の
を
憎
む
の
で
あ
る
と
言
う
も
の
が
あ
っ
た
。

確
か
に

卑
幼
が

争
長
に
劃
し
て
、
そ
の
名
分
・
恩
義
を
干
犯
す
る
こ
と
は
、
強
く
責
め
ら
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
卑
幼
の
倒
行
逆
施
が
舛
口
め
ら
れ
る
の

は
首
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
容
隠
僚
と
干
名
犯
義
僚
と
の
相
互
の
関
わ
り
か
ら
し
て
も
、

容
隠
僚
の
趣
旨
を

一
貫
せ
し
め
れ
ば
、
隼



長
が
卑
幼
を
告
言
す
る
こ
と
も
望
ま
し
か
ら
ぬ
筈
で
あ
り
、

「
相
い
容
隠
せ
ざ
る
を
悪
む
な
り
」
は
傘
長
の
側
に
も
遁
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
、
清
律
|
|
ι
明
律
も
同
じ
ー
ー
が
隼
長
か
ら
す
る
告
言
を
一
切
罪
に
問
わ
な
い
と
し
た
の
は
、
如
何
な
る
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
聞
の

経
緯
は
知
る
に
由
な
い
が
、
唐
清
南
律
を
比
べ
る
と
、
先
に
掲
げ
た
通
り
、
卑
幼
の
側
よ
り
す
る
告
言
の
罪
も
、
清
律
で
は
全
般
に
軽
く
な
っ

て
い
る
。
他
方
唐
律
も
、
傘
長
よ
り
す
る
告
言
の
罪
を
定
め
て
い
た
と
言
っ
て
も
、
そ
の
刑
は
最
大
限
杖
八
十
と
極
め
て
軽
い
。
或
は
、
こ
れ

義
侠
(
巻
四
十
八
〉
所
牧
の
事
案
を
見
て
も
、

ら
の
こ
と
に
劉
醸
し
て
、
清
律
は
傘
長
の
罪
を
問
わ
な
い
も
の
と
し
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
且
つ
、
剣
例
集
例
え
ば
『
刑
案
糎
賢
』
の
干
名
犯

告
言
そ
の
も
の
の
事
件
は
稀
で
あ
る
。

そ
の
殆
ど
は
謹
告
事
案
で
あ
り

か
か
る
賓
態
か
ら
推

す
と
、
抑
、

一
般
に
訴
え
に
は
嘘
一
言

・
誇
張
が
菟
れ
難
い
も
の
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
告
言
も
自
ず
と
語
告
に
亙
り
易
く
、
従
っ
て
、
謹
告
の
罪

に
委
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
(
例
え
ば
、
清
律
で
最
も
重
い
の
は
、
父
祖
を
謹
告
す
れ
ば
絞
)
、
清
律
で
は
全
鐙
に
告
言
そ
の
も
の
の
罪
を
軽
く
し
た
の

で
は
な
い
か
と
も
見
ら
れ
る
。
か
か
る
一
環
と
し
て
、
清
律
は
も
は
や
傘
長
側
の
告
言
の
罪
ま
で
を
法
に
規
定
す
る
要
な
し
と
し
た
の
で
は
な
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か
ろ
う
か
。

以
上
聞
挙
げ
た
親
麗
容
隠
に
関
わ
る
諸
規
定
の
ほ
か
に
、
律
の
中
に
は
向
関
連
し
た
規
定
が
あ
る
。
そ
の
一
に
、
老
幼
不
拷
訊
傑
〈
品位
三
十
六
、

刑
律
断
獄
上
〉
は
、
律
に
お
い
て
相
い
容
隠
す
る
を
得
る
者
に
法
廷
で
謹
言
せ
し
め
る
こ
と
を
禁
じ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
官
吏
は
、
答
五
十
に

慮
す
る
と
定
め
て
い
る
。
爽
注

・
線
注
に
言
う
通
り
、
既
に
相
い
容
隠
を
認
め
ら
れ
た
関
係
は
、
親
密
な
情
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
親
属

の
罪
を
隠
議
す
る
の
は
嘗
然
で
あ
り
、

よ
っ
て
謹
言
せ
し
む
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
に
、
徒
流
人
逃
篠
(
省
三
十
五
、
刑
律
捕
亡
〉
は
、
徒
流
・
蓮
徒

・
充
軍
の
囚
人
が
服
役
中
に
配
所
か
ら
、
或
は
配
所
に
迭
ら
れ
る
途

中
で
逃
走
し
た
罪
を
規
定
し
、
同
僚
例
十
二
・
二
十
三
で
は
、
そ
れ
ら
の
囚
人
が
本
籍
地
に
逃
げ
戻
っ
た
場
合
、
或
は
そ
れ
に
加
え
て
、
新
た

に
騒
ぎ
を
起
し
た
場
合
等
に
、

こ
れ
を
容
留
(
隠
し
留
め
る
〉
し
た
者
の
罪
責
を
定
め
る
。

そ
の
中
で
、

保
例
二
十
三
に
お
い
て
は
、
祖
父
母

689 

父
母

・
子
孫

・
夫
妻
、
或
は
奴
僕
が
容
留
し
た
と
き
は
別
と
し
て
、

そ
れ
以
外
の
親
属
が
徒
罪
の
囚
人
を
容
留
す
れ
ば
、
不
麿
軽
律
に
照
し
て

答
四
十
に
慮
し
、
設
遣

・
充
軍

・
流
罪
の
囚
人
で
あ
れ
ば
、
不
慮
重
律
に
照
し
て
杖
八
十
に
慮
す
る
と
定
め
て
い
る
。
か
か
る
逃
走
者
の
容
留
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t土

「
親
属
相
い
容
隠
す
る
を
得
る
の
僚
を
援
く
を
得
ず
」
(
篠
例
十
二
)
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
向
、
最
も
身
近
な
親
属
や
奴
僕
だ

け
は
容
留
の
責
を
問
わ
れ
ず
、

そ
の
他
の
親
厨
も
不
腔
軽
答
乃
至
不
雁
重
杖
に
は
問
わ
れ
る
が
、

雨
候
例
に
載
る
房
主
(
家
の
主
人
〉
や
邦
保

の
者
が
容
留
し
た
と
き
に
、
知
情
磁
匿
罪
人
僚
の
罪
に
照
し
て
、
乃
至
一

等
を
加
減
し
て
庭
罰
す
る

こ
と
と
比
べ
れ
ば
軽
い
。
思
う
に
、
--， 
徒

流
人
逃
」
な
る
犯
罪
だ
け
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
囚
人
も
「
未
だ
官
に
到
ら
ざ
る
者
」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、

し
か
し
本
来
既
に
園

家
法
に
依
っ
て
断
罪
さ
れ
た
者
で
あ
る
。
従
っ

て
、
親
厨
相
魚
容
隠
僚
は
適
用
し
得
な
い
が
、
囚
人
が
親
腐
の
許
に
逃
げ
戻
っ

た
と
き
に
、

親

(

児

)

属
が
こ
れ
を
容
留
す
る
の
は
、
人
情
の
然
ら
し
む
る
常
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

結

諸
問

術
開
統
中
園
刑
法
が
親
麗
容
隠
を
認
め
る
の
が
、
儒
家
の
思
想
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
よ
り
し
て
も
明
ら
か

で
あ
る
。
皐
覚
、
儒
家
の
孝
弟
を
中
心
と
す
る
親
親
主
義
が
、
園
家
法
の
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
般
に
漢
代
以
降
、
儒
家
の
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理
想
が
法
の
内
容
に
浸
透

・
化
位
し
て
、
所
調
法
の
儲
数
化
な
る
現
象
が
呈
せ
ら
れ
る
中
で
も
、
額
著
な
一
例
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

儒
家
の
思
想
に
お
い
て
は

「
父
子
の
親
、
夫
婦
の
道
は
天
性
な
り
」

(
前
引
地
節
四
年
詔
)
と
さ
れ

「
父
は
子
の
天
た
り、

隠
す
こ
と
有

り
て
犯
す
こ
と
無
し
」

(
庖
律
倒
訟
律
第
四
十
四
傑
疏
)
と
さ
れ
る
。

従
っ
て

か
か
る
父
子

・
夫
婦
の
関
係
を
軸
と
し
た
親
腐
の
開
の
容
隠
が

も
し
も
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

「
骨
肉
の
恩
底
る
」

(前
引

『
脳
出
銭
論
』
)
の
で
あ
り

更
に
は

「
相
憶
の
道
離
る
れ
ば

則
ち
君
臣
の
義
蔵

る
。
君
臣
の
義
肢
る
れ
ば
、
則
ち
上
を
犯
す
の
好
生
ぜ
ん
」

凡
そ
親
周
容
隠
に
お
い
て

そ
の
罪
を
減
免
す
る
の
は
、

「
皆
人
情
に
本
づ
き
、

「刑
法
志
」
所
載
術
展
上
書
〉
と
い
う
事
態
さ
え
倶
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も
と

天
理
に
原
つ
く
」

(
前
引
親
廊
相
震
容
際
僚
級
注
)
も
の
で

(『耳白書』

あ
る
と
さ
れ
た
。
又
、
容
隠

・
魚
首
の
規
定
を
設
け
、

他
方
に
干
名
犯
義
の
法
を
備
え
る
の
は

「
員
に
天
理

・
人
情
の
至
り
な
り
』

(
前
引

干
名
犯
義
侠
腕
注
)
と
も
言
う
。

こ
こ

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
律
が
容
隠
を
認
め
る
規
定
を
載
せ
る
の
は
、
正
し
く
天
理

・
人
情
の
由

っ
て
然
ら

し
め
る
と
こ
ろ
に
壷
き
る
と
言
っ

て
よ
い
。
こ
こ
で
、
停
統
中
園
法
に
お
け
る
天
理

・
人
情
の
何
た
る
か
を
詳
述
し
た
先
皐
の
設
を
借
り
る
な



ら
ば
、
天
理
と
は
、
事
物
に
即
し
て
普
遍
的
に
受
賞
す
る
道
理
で
あ
り
、
叉
、
人
情
と
は
、
卒
均
人
が
普
通
に
相
互
に
期
待
し
思
い
や
る
と
こ

(ω
〉

ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
天
理

・
人
情
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
法
の
安
嘗
の
根
擦
と
す
る
思
想
は
、
正
に
自
然
法
思
想
と
も

言
う
べ
く
、
叉
、
そ
う
で
あ
る
が
た
め
に
、
親
属
容
隠
の
法
は
、
後
述
の
日
本
刑
法
に
も
影
響
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

尤

も

、

親

属

容

隠

は

自

然

の

人

情

の

護

露

で

は

あ

る

が

、

他

方

で

、

故

ら

に

告

し

た

る

有

る

者

は

絞

」

「若
し
情
を
忘
れ
櫨
を
棄
て
、

〈前…

引
唐
律
闘
訟
律
第
四
十
四
候
疏
〉
と
さ
れ
る
こ
と
を
始
め
、

清
律
で
は
干
名
犯
義
僚
に
端
的
に
現
れ
る
よ
う
に
、

言
す
る
こ
と
は
、
人
倫
を
損
な
う
行
震
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
根
抵
に
は
、
儒
家
の
使
命
と
す
る
周
代
以
来
の
宗
法
秩
序
維
持
の
要
請
が
横

容
隠
す
べ
き
親
属
の
犯
罪
を
告

た
わ
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
こ
れ
が
た
め
に
||
少
く
と
も

一
つ
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
|
|
、
親
属
容
隠
の
規
定
は
現
代
中
園
刑
法
に
お

(

初

〉

い
て
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

終
り
に
、
親
麗
容
隠
の
規
定
の
我
が
法
に
お
け
る
縫
受
と
影
響
と
に
一
言
し
て
結
ぶ
。
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先
ず
、
大
賓
律

・
養
老
律
が
唐
律
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
縫
受
し
た
の
に
倖
い
、
唐
律
の
同
居
相
魚
隠
僚
誼
び
に
関
連
す
る
名
例
律

・
闘
訟
律
の

規
定
は
、
何
れ
も
纏
受
さ
れ
た
。
遁
か
に
下
っ
て
、
明
治
元
年
の
偲
刑
律
、
三
年
の
新
律
綱
領
は
、
唐
律

・
養
老
律
や
明
律

・
清
律
を
大
い
に

参
照
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
も
親
属
相
魚
容
隠
僚

・
干
名
犯
義
篠

・
犯
罪
自
首
僚
が
継
が
れ
て
い
る
。
た
だ
、
新
律
綱
領
で

は
、
母
法
に
あ
っ
た
反
・
逆

・
叛
の
犯
人
容
隠
禁
止
の
規
定
や
、
こ
の
三
罪
と
富
蔵
姦
細
の
告
言
を
許
す
規
定
を
依
く
と
い
う
よ
う
な
相
違
は

(

幻

〉

あ
る
。
向
、
ほ
か
に
明
治
六
年
の
改
定
律
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
新
律
綱
領
を
増
修
し
、
雨
者
註
び
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
所
論
の
問

題
に
つ
い
て
は
新
律
綱
領
に
お
け
る
と
嬰
ら
な
い
。

法

・
子
法
の
聞
に
は
、

こ
こ
ま
で
は
、
中
園
醤
律
を
大
幅
に
繕
受
し
た
我
が
法
の
上
に
、
親
属
容
謄
に
関
わ
る
諸
規
定
も
縫
が
れ
た
経
緯
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
母

そ
の
内
容
に
お
い
て
同
異
は
あ
る
が
、
少
く
と
も
首
一
該
諸
規
定
の
趣
旨
は
、
そ
の
ま
ま
縫
受
さ
れ
た
と
言
え
る
。

明
治
十
三
年
に
至
り
、
我
が
園
に
お
け
る
最
初
の
西
欧
法
系
の
刑
法
典
が
制
定
さ
れ
た
(
所
謂
欝
刑
法
)
。

こ
の
刑
法
に
あ
っ
て
も
、
罪
人
蔵

691 

匡
の
罪
を
規
定
し
た
節
(
第
二
編
第
三
章
第
三
節
〉
に
お
い
て

犯
人
の
親
属
が
臓
匿
若
し
く
は
隠
避
せ
し
め
た
と
き
は
、
そ
の
罪
を
論
じ
な
い
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全
鐙
と
し
て
は
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
影
響
の
下
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

(
幻
)

述
べ
る
現
行
刑
法
の
嘗
一
該
規
定
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
蓄
律
の
俸
統
が
参
酌
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

欝
刑
法
の
後
、
明
治
四
十
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
刑
法
に
お
い
て
は
、
第

一
O
一
二
後
で
、
罰
金
以
上
の
刑
に
一
該
る
罪
を
犯
し
た
者
、
又
は
拘

(
お
)

禁
中
逃
走
し
た
者
を
臓
医
し
た
り
、
叉
は
隠
避
せ
し
め
た
と
き
の
罪
、
即
ち
犯
人
蔵
匿
の
罪
を
定
め
、
昭
和
二
十
二
年
改
正
前
の
醤
規
定
第

一

(

μ

)

(

お
)

O
五
僚
は
、
右
の
罪
の
特
例
と
し
て
、
犯
人
又
は
逃
走
者
の
親
族
が
、
彼
等
の
利
盆
の
た
め
に
犯
し
た
と
き
は
鹿
罰
し
な
い
も
の
と
し
た。

こ

と
の

一
保
(
第
一
五
三
候
)
を
設
け
て
い
る
。

」
の
刑
法
は
、

次
に

の
奮
規
定
と
所
論
の
清
律
親
風
相
鴛
容
隠
僚
と
で
は
、
嘗
然
な
が
ら
相
違
す
る
と
こ
ろ
は
多
く
、
例
え
ば
、
我
が
法
が
拘
禁
中
逃
走
し
た
者
を

も
客
艦
と
し
て
い
る
こ
と
、
叉
、
親
族
の
範
園
も
、
民
法
第
七
二
五
僚
に
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
依
る
な
ど
は
そ
れ
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ

の
規
定
は
明
ら
か
に
中
園
醤
律
に
由
来
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
遡
つ
て
は
『
論
語
』
に
淵
源
を
有
す
る
こ
と
が
、
既
に
多
く
の
刑
法
皐

(
お
)

者
に
依
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
尤
も
、
こ
の
規
定
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法

・
ド
イ
ツ
刑
法
等
の
大
陸
法
系
の
立
法
例
に
も
そ
の
擦
り
所
を
有
す

(

幻

)

(

お

)

る
と
さ
れ
る
が
、
就
中
、

「
東
洋
の
家
族
主
義
」
が
大
き
く
背
景
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
親
族
の
特
例
を
認
め
る
の
は
、
今
日
に
お

け
る
刑
法
皐
の
用
語
を
以
て
す
れ
ば
、
期
待
可
能
性
が
な
い
、

(

m

m

)

(

鈎
)

る
が
、
そ
れ
は
「
親
族
聞
に
お
け
る
遁
義
お
よ
び
人
情
」
に
基
づ
く
が
た
め
で
あ
り
、
正
に
如
上
の
歴
史
的
停
統
的
法
感
情
の
護
露
で
あ
る
と

つ
ま
り
、
嘗
一
該
行
痛
を
し
な
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
得
な
い
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
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言
え
る
。

改
正
後
の
現
行
刑
法
第

一
O
五
僚
に
お
い
て
は
、
茜
規
定
の

「之
ヲ
罰
セ
ス
」
が
、

の
よ
う
な
任
一
意
的
な
刑
の
免
除
へ
の
改
正
は
、
英
米
法
の
影
響
の
下
に
行
わ
れ
、
園
家
刑
事
司
法
へ
の
協
力
と
い
う
公
民
的
倫
理
を
、
家
族
的

(

れ

)

倫
理
よ
り
も
優
先
さ
せ
た
も
の
と
読
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
替
の
聞
に
相
違
は
あ
る
に
せ
よ
、
新
規
定
も
そ
の
根
抵
の
思
想
に
お

い
て
博
統
を
継
い
で
い
る
こ
と
に
鑓
り
は
な
い
。
更
に
附
言
す
れ
ば
、
改
正
刑
法
草
案
は
第

一
五
九
僚
に
犯
人
蔵
匠
の
規
定
を
設
け
、
第
三
項

に
お
い
て
、
親
族
を
直
系
血
族
叉
は
配
偶
者
と、

そ
の
他
の
親
族
と
に
分
け
て
、

「
其
刑
ヲ
兎
除
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ

後
者
に
つ
レ
て
は
現
行
通
り
任
意
的
な
刑
の
兎
除
と
す
る

が
、
前
者
に

つ
い
て
は
慮
罰
し
な
い
も
の
と、

む
し
ろ
奮
規
定
に
復
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。



以
上
、
停
統
中
園
刑
法
の
親
属
容
憶
の
規
定
の
趣
旨
が
、
我
が
刑
法
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
略
述
し
た
。
刑
法
に
限
ら
ず
、

一
般
に
我
が
園
の
現
行
法
制
は
、
明
治
中
頃
以
降
、
西
欧
法
を
大
幅
に
繕
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
け

れ
ど
も
、
夙
に
先
皐
も
指
摘
す
る
遁
り
、
各
法
域
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、

一
見
西
欧
法
系
に
由
来
す
る
如
く
で
あ
っ
て
も
、
貫
は
東
洋
法
系

(

幻

)

の
停
統
が
根
強
く
、
浸
透
し
て
い
る
も
の
も
少
く
は
な
い
。
小
稿
に
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
も
、
そ
の

一
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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註(
1

)

西
田
太

一
郎
『
中
園
刑
法
史
研
究
』
(
岩
波
書
庖
、
昭
和
四
十
九
年
)

第
七
章
「
家
族
制
度
と
刑
罰
」
一
六
六
J
一
六
九
頁
、
一
七
三
J
一八

O
頁
。
楊
鴻
烈
『
中
薗
法
律
思
想
史
(
下
)
』
(
上
海
、
一
商
務
印
書
館
、

民
園
二
十
五
年
)
第
四
一
章
第
二
部
甲
(
寅
)
「
親
廊
相
容
隠
問
題
」
一

五
四
J

二ハ
O
頁
。
樫
同
租
『
中
図
法
律
輿
中
園
杜
禽
』
(
重
印
版
。

北
京
、
中
肇
番
局
、

一
九
八
一
年
)
第
一

章
第
三
節
二
「
容
隠
」
五
六

J
六
O
頁
。
そ
の
他
、
桑
原
隙
磁
『
支
那
法
制
史
論
叢
』
(
弘
文
堂
書

庖
、
昭
和
十
年
〉
「
支
那
の
孝
道
殊
に
法
律
上
よ
り
湖
た
る
支
那
の
孝

道
」
六
一

J
七
六
頁
(
『
桑
原
隙
織
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
庖
、
昭

和
四
十
三
年
、
牧
録
。
講
談
社
間
学
術
文
庫
に
『
中
園
の
孝
道
』
と
し
て

刊
行
。
昭
和
五
十
二
年
)
、
鐙
び
に
、
布
施
菊
卒
次
『
律
令
と
儒
数
』

第

一
分
崩
(
宗
文
館
書
広
、
昭
和
三
十
九
年
〉
第
二
篇
第
九
一挙

「
親
廊

容
隠
と
干
名
犯
義
」
一
四

0
1
一
五
六
頁
は
、
日
本
の
法
史
に
も
併
せ

言
及
し
て
い
る
。
叉
、
小
倉
芳
彦
『
中
園
古
代
政
治
思
想
研
究
』
(
青

木
書
庖
、
昭
和
四
十
五
年
)
E
・
I
-
四
「
族
刑
と
容
際
」
一
九
五
J

二一

O
頁
は
、
族
刑
と
の
関
わ
り
で
論
ず
る
。

(

2

)

「罪
殊
死
」
の

「罪
」
を

「卑
属
の
罪
」
、

「被
隠
者
の
罪
」
と
す
る

設
が
あ
る
が
(
夫
々
、
前
注
(
1
〉
所
引
西
国
著
一
八
七
頁
、
布
施
者
一

四
三
頁
)
、
疑
問
。
蔵
匿
者
の
罪
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、
小
倉

箸
二
O
四
頁
で
は
、
「
罪
殊
死
」
を
磁
医
す
れ
ば
死
刑
が
適
用
さ
れ
る

と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
原
文
は
そ
の
一
意
に
は
讃
み
難
い
。

(

3

)

唐
律
の
親
麗
容
際
の
規
定
を
解
説
し
た
も
の
に
、
戴
炎
輝
『
唐
律
遜

論
』
(
窪
北
、
図
立
縞
均
一
時
館
、
民
園
五
十
三
年
)
第
十
五
議

「親
脇
相

容
隠
(
名
例
第
四
六
傑
)
」
四
三
七

l
四
四

O
頁
が
あ
る
。
又
、
滋
賀

秀
三
『
誇
註
日
本
律
令
五

・
唐
律
疏
議
誇
註
篇

一
』
(
東
京
堂
出
版
、

昭
和
五
十
四
年
)
二
八
九
J
二
九
三
頁
に
、
名
例
律
第
四
十
六
僚
が
-誇

註
・
解
説
さ
れ
て
い
る
。
向
、
関
連
俊
文
と
し
て
、
名
例
律
第
三
十
七

侠
の
謬
註

・
解
設
が
二
一
五
J
一
一
一
一
七
頁
に
載
り
、
叉
、
『
誇
註
日
本

律
令
七

・
唐
律
疏
議
謬
註
第
一
ニ
』
(
昭
和
六
十
二
年
〉

一一一七一

J
一一一八

三
頁
に
は
、
奥
村
郁
三
氏
に
依
る
闘
訟
律
第
四
十
四
J
四
十
六
僚
の
誇

註

・
解
説
が
あ
る
。
そ
の
他
、
前
注
(

1

)

所
引
西
田
者
も
唐
律
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。

(
4
〉
凡
知
人
犯
罪
事
夜
、
官
司
差
人
追
喚
、
而
磁
匿
在
家
、
不
行
捕
告
、

及
指
引
道
路
、
資
給
衣
糧
、
迭
令
隠
匿
者
、
各
滅
罪
人
罪

一
等。

下

- 75ー
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略。

(

5

)

知
情
磁
匿
罪
人
保
夫
注
に
も
、

「
親
尉
に
非
ず
、
及
び
罪
人
未
だ
官

に
到
ら
ざ
る
者
を
以
て
言
う
」
と
注
す
る
。

(

6

)

醇
允
升

『
麿
明
律
合
繍
』
各
六
(
上
海
、
一
商
務
印
書
館
、
高
有
文
庫

付
、
民
間
二
十
六
年
〉
親
属
相
箆
容
隠
按
語
、
七
三
頁
。

(

7

)

滋
賀
秀
一
一
一
『
中
園
家
族
法
の
原
理
』
(
創
文
社
、
昭
和
四
十
二
年。

一
部
改
訂
昭
和
五
十
六
年
)
第
六
章
第
三
節

「
招
培
と
招
夫
」
に
は
、

招
靖
が
「
法
律
の
上
に
現
わ
れ
る
の
は
比
較
的
後
世
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
。
唐
律
に
は
全
く
現
わ
れ
な
い
」
と
あ
り

(
六

一
二
頁
)
、

叉
、

財
産
上
の
蕗
過
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
招
埼
と
い
う

「
杜
舎
の
現

貨
を
相
際
に
許
償
し
よ
う
と
す
る
、
明
清
の
立
法
の
特
色
」
の
例
が
翠

げ
ら
れ
て
い
る

(
六
一
五
J
六
一
六
頁
)
。

(

8

)

但
し
、
犯
罪
白
首
候
例
一
に
依
れ
ば
、
反

・
逆

・
叛
も
未
だ
賀
行
に

着
手
し
な
い
と
き
は
、
自
首
減
免
の
適
用
を
受
け
る
。
叉
、
干
名
犯
義

侠
爽
注
に
は
、
干
名
犯
義
の
限
り
で
な
く
、
自
首
減
免
も
さ
れ
な
い
の

は
、
犯
姦

・
越
閥
、
又
は
人
或
は
物
に
お
け
る
損
傷
で
賠
償
不
可
能
の

も
の
も
亦
同
じ
で
あ
る
と
言
う
。
た
だ
、
子
孫
が
祖
父
母
父
母
に
封
し

て
は
、
告
言
出
来
な
か
っ

た
も
の
と
解
さ
れ
る。

(

9

)

闘
訟
律
第
四
十
四
僚

「諸
告
祖
父
母
父
母
者
絞
。
町
嫡

・
縫

・
怒
母

殺
其
父
、
及
所
養
老
殺
其
本
生
、

鐙
聴
告
」
。
第
四
十
五
燦

「諸
告
期

親
符
長

・
外
祖
父
母

・
夫

・
夫
之
祖
父
母
、
脱
出
得
氏
、
徒
二
年
。

.

.
 

告
大
功
命
長
、
各
滅
一
等
。

小
功

・
総
師
、
減
二
等。

:
:
:
創
非
相
容

限
、
被
告
者
、

論
如
律
。
:
・
:
」内

第
四
十
六
候
「
諸
比
白
紙
蹴

・
小
功

卑
幼
、
雌
得
賞
、
杖
八
十
。
大
功
以
上
、

逓
減

一
等。

:
:
:
即
話
告
子

孫

・
外
孫

・
子
孫
之
婦
妾
、
及
己
之
妾
者
、
各
勿
論
」
。

(m〉
唐
律
闘
訟
律
第
四
十
五
候
(
前
注
(

9

)

所
引
)
で
は
、
「
夫
之
祖
父

母
」
と
だ
け
あ
る
が
、
夫
の
父
母
は
冒
頭
の

「期
親
傘
長
」
に
含
ま
れ

る
。
か
か
る
一
安
が
夫
の
父
母
に
針
す
る
期
の
服
が
、
清
律
で
は
斬
と
高

め
ら
れ
、
こ
れ
は
清
律
に
お
い
て
子
が
父
母
に
射
す
る
服
と
同
じ
で
あ

る。

こ
の
こ
と
も
、
或
は
告
言
の
刑
に
反
映
し
た
一
つ

の
要
素
か
と
思

わ
れ
る
。

(
江
)

父
篤
母
所
殺
、
其
子
隠
忍
、
於
破
案
後
、
始
行
供
明
者
、
照
不
態
重

律
、
杖
八
十。

如
経
官
審
訊
、
猶
復
隠
忍
不
言
者
、
照
達
制
律
、
杖

一

百
。
若
母
篤
父
所
殺
、
其
子
の
聴
依
律
容
隠
亮
科
(
乾
隆
五
十
三
年
定

例)。

(臼
〉

『
光
緒
禽
典
事
例
』
巻
七
三
八
、
親
脳
相
震
容
際
保
歴
年
事
例

「乾

隆
五
十
三
年
設
。

刑
部
題
裂
、
四
川
省
官
同
典
氏
殴
傷
伊
夫
鴻
青
身
死
云

一云
」。
向
、

母
が
父
を
殺
し
た
と
き
に
、
子
が
告
言
す
る
こ
と
を
得
る

か
否
か
は
、
古
く
東
貌
に
お
い
て
議
論
の
針
象
と
な
り
、

『
致
書
』
巻

八
十
八
、
帯
同
唆
俸
に
依
る
と
、
子
の
告
言
を
許
す
べ
き
と
す
る
資
環
の

上
表
が
容
れ
ら
れ
た
と
あ
る

(
前
注
(

1

)

西
田
『
中
園
刑
法
史
研
究
』

二
ハ
七
J
一
六
九
頁
所
引
)。

(
日
)

『
刑
案
漉
覧
紡
編
』
巻
四
、
親
尉
相
震
容
隠
篠

「
奉
天
司、

査
世
襲

佐
領
徳
克
精
額
、
於
伊
父
特
依
清
被
伊
胞
叔
特
升
阿
殴
傷
身
死
云
云
、

成
盟
三
年
案
」
。

(
比
)
こ

の
前
後
、
原
文

「
在
伊
租
母
、
則
死
係
伊
子
、
原
風
律
得
容
隠
之

人
。
而
在
該
具
、
則
死
係
伊
父
、
究
難
容
隠
」
と
あ
る
が
、
鍛
密
に
言

え
ば
、

こ
こ
で
は

「
容
際
」
で
は
な
く
、

「
隠
忍
」

(
親
廊
相
篤
容
隠

篠
例

一
)
の
語
を
用
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
こ

の
保
例
に
定
め
る
よ
う
な
父
が
殺
さ
れ
た
と
き
以
外
で
、
身
近
な
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親
問
胸
の
閉
で
殺
人
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
ど
の
範
囲
ま
で
容
隠
を
禁
止

し
、
告
言
を
義
務
づ
け
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
辞
允
升
に
依
る
と
、

祖
父
母
が
父
母
に
依
り
、
或
は
そ
の
逆
の
関
係
で
殺
さ
れ
る
と
か
、
又

は
長
兄
と
次
兄
と
の
聞
で
殺
傷
が
行
わ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
律
に
は

明
文
が
な
い
が
、
こ
れ
は
倫
常
の
偶
然
で
あ
っ
て
、
律
は
号
一
ロ
う
に
忍
び
な

い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
保
例
と
し
て
定
め
る
要
な
く
、
事
件
毎
に
い路

置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
う
(
蒔
允
升
『
讃
例
存
疑
』
巻
五

(
寅
静

嘉
編
校
『
讃
例
存
疑
重
刊
本
』
同
、

翠
北
、
成
文
出
版
社
、

一
九
七

O

年
〉
、
親
風
相
震
容
際
保
例
一
、
按
語
、

二
三

l
=
ニ二一良)。

(
路
)
『
刑
案
経
質
』
単
位
六
、
親
腐
相
魚
容
隠
篠
「
四
川
司
、
査
律
載
、
大

功
以
上
親
、
有
罪
相
馬
容
隠
者
、
勿
論
云
云
、
乾
隆
五
十
六
年
読
帖
」
。

(
げ
〉
前
注
(

1

)

所
引
星
同
組
『
中
園
法
律
輿
中
園
社
舎
』
五
九
頁
、
西
国

『
中
園
刑
法
史
研
究
』
一
八

O
頁
。
後
者
は
唐
律
に
つ
い
て
言
う
も
の

で
あ
る
が
、
子
孫
に
削
到
す
る
刑
の
遠
い
を
除
け
ば
、
そ
の
論
旨
は
清
律

に
も
通
ず
る
。
又
、
桑
原
『
支
那
法
制
史
論
叢
』
七

O
頁
で
も
、
畳
同
首

を
考
慮
に
容
れ
て
い
な
い
嫌
い
が
あ
る
。

(
国
)
そ
の
他
、
徒
流
入
逃
係
例
二
十
四
も
、
北
京
か
ら
本
籍
地
に
迭
還
さ

れ
る
途
次
、
脱
走
し
て
北
京
に
逃
げ
戻
っ
た
罪
人
を
容
留
し
た
親
腐
の

罪
責
に
つ
い
て
、
十
二
・
二
十
三
と
同
趣
旨
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。

(
四
)

滋
賀
秀一一一『
清
代
中
園
の
法
と
裁
剣
』
(
創
文
社
、
昭
和
五
十
九
年
)

第
四

「民
事
的
法
源
の
概
括
的
検
討
|
情
・
理

・
法
|
」
一
一六一一一)旬
、一一一

O
四
頁
。
直
接
に
は
民
事
的
法
源
を
針
象
と
し
た
研
究
で
あ
る
が
、
そ

こ
で
解
明
さ
れ
た
成
果
は
、
小
稿
に
援
用
し
て
も
安
賞
す
る
。
所
引
部

分
は
二
八
五
J
二
八
六
頁
参
照
。

(
初
〉
例
え
ば
、
周
密
『
中
園
刑
法
史
』
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(
北
京
、
群
衆
出
版
社
、

一
九
八

五
年
)
二

O
六
頁
で
は
、
宣
一
一
帝
詔
を
引
い
て
、
「
:
:
:
目
的
は
、

J
ニ

綱
五
常
。
の
封
建
宗
法
統
治
秩
序
の
維
持
に
在
る
」
と
言
い
、

一
一六一一
一

頁
で
も
、

唐
律
の
同
居
相
魚
隠
肱
慨
を
穆
げ
て
、
同
旨
の
批
判
を
加
え
て

い
る
。
他
方
、
中
華
民
園
刑
法
は
体
統
を
縫
い
で
、
犯
人
或
は
逃
走
者

を
綴
匿
し
、
若
し
く
は
隠
避
せ
し
め
た
親
腐
の
罪
を
減
免
す
る
規
定
を

設
け
て
い
る
(
第

一
六
七
僚
)
。

(
幻
〉
も
と
も
と
、
新
律
綱
領
に
は
、
賊
盗
律
に
も
反

・
逆
・
叛
の
三
罪
そ

の
も
の
の
規
定
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
木
邦
の
如
き
固
に
お
い
て
は

不
必
要
の
傑
規
と
し
て
、
草
案
か
ら
削
除
さ
れ
た
と
惇
え
ら
れ
る
。

(
幻
)
小
稿
で
は
第
一
五
三
候
立
法
の
経
緯
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
『
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿
・
刑
法
草
案
註
解
』

(
明
治
十
六
年
刊
、
誇
者
不
詳
)
上
程
四
六
三
頁
に
は
、
「
血
腐
及
ヒ

姻
扇
ヨ
リ
生
ス
ル
愛
情
及
ヒ
信
質
ノ
自
然
ノ
意
思
ヲ
酌
量
」
し
た
も
の

と
あ
る
。
し
か
し
、
沓
刑
法
に
は
明
治
初
年
の
刑
法
の
影
響
も
少
く
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
新
井
勉

「沓
刑
法
の
編
纂
村
口

・
完
」

(法

摩
論
叢
第
九
十
八
を
第
一
説
・
第
四
鋭
〉
に
詳
述
)
と
こ
ろ
か
ら
推
し

て
も
、
木
俊
に
は
頼
回
律
も
併
せ
参
酌
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
大
き
な
誤

り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
向
、
沓
刑
法
と
同
時
に
施
行
さ
れ
た
治
罪
法

に
は
、
も
は
や
干
名
犯
義
に
相
嘗
す
る
如
き
規
定
は
置
か
れ
て
い
な

い
。
明
治
二
十
三
年
制
定
の
刑
事
訴
訟
法
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
沓
刑

事
訴
訟
法
(
大
正
十

一
年
制
定
、
昭
和
二
十
四
年
全
改
)
で
は
、
祖
父

母
又
は
父
母
に
射
す
る
告
訴
を
禁
止
す
る
一
候
(
第
二
五
九
篠
)
を
設

け
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

(
幻
)
そ
の
刑
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
百
園
以
下
の
罰
金
。

(

μ

)

こ
れ
ま
で
、
小
稿
で
は

「親
嵐
」
の
語
を
用
い
て
来
た
が
、
以
下
、
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我
が
現
行
法
に
関
し
て
は
「
親
族
」
に
従
う
。

(
お
)
哲
規
定
第
一

O
五
係
「
本
一章
ノ
罪
ハ
犯
人
叉
ハ

逃
走
者
ノ
親
族
ニ
シ

テ
犯
人
叉
ハ
逃
走
者
ノ

利
盆
ノ
震
メ
ニ
犯
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
罰
セ

ス
」
内

(

M

A

)

小
野
清
一
郎

『
新
訂
刑
法
講
義

・
各
論
』

(
有
斐
閣
、
昭
和
二
十
四

年〉

三
五
J
三
六
頁
。
岡
藤
重
光
『
刑
法
綱
要

・
各
論
』
(
改
訂
版
。

創
文
社
、
昭
和
六
十
年
〉
八
六
J
八
七
頁
。
同
氏
『
刑
法
の
近
代
的
展

開
』
(
弘
文
堂
、
昭
和
二
十
三
年
)
二
四
四
J
二
四
六
頁
。
大
塚
仁

『
刑
法
概
説

・
各
論
』

(
増
術
二
版
。
有
斐
閣
、
昭
和
五
十
九
年
)
四

八
九
J
四
九

O
頁
。
そ
の
他
、
泉
二
新
熊

『
日
本
刑
法
論
・
下
編

・
各

論
』
(
有
斐
閣
、
明
治
四
十
一
年
)
九
四
九
J
九
五
一
頁
、
佐
伯
千
仰

『
刑
法
に
於
け
る
期
待
可
能
性
の
思
想
・
上
谷』

(
有
斐
閣
、
昭
和
二

十
二
年
)
一
六
九
J
一
七

O
頁
参
照
。

(
幻
〉
大
陸
法
系
の
蛍
該
規
定
の
所
在
は
、
前
注
(

M

m

)

所
引
小
野
馨

・
図
藤

『
刑
法
綱
要
・
各
論
』
、
並
び
に
大
塚
著
に
載
る
。

前
注
(
お
〉
所
引
小
野
著
三
五
頁
。

本
僚
の
法
律
的
性
質
を
巡
っ
て
は
、
従
来
、
責
任
問
却
事
由
設

・
遠

(
お
)

(

m

m

)

 

法
性
阻
却
事
由
説
、
誼
び
に
人
的
阻
却
事
由
設
が
封
立
し
て
い
る
(
前

注
(
お
)
所
引
大
塚
著
四
九

O
頁
参
照
)
。

(
ぬ
)
前
注
(
m
A
)
所
引
同
所
。

(
幻
〉
前
注
(
お
)
所
引
小
野
者

・
図
藤

『
刑
法
綱
要

・
各
論
』
・
大
塚
務
参

照
。
向
、
大
陸
法
系
の
立
法
例
の
由
来
ゃ
、
英
米
法
の
沿
革
に
つ
い
て

も
関
心
を
抱
い
た
が
、
小
稿
で
は
言
及
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に

関
し
て
、
懇
篤
な
助
言
を
戴
い
た
金
津
大
患
佐
藤
正
滋
数
授
と
、
名
古

屋
大
闘
争
伊
東
研
祐
助
教
授
と
に
謝
意
を
表
す
る
。

(
位
〉
前
注
(
お
)
所
引
闘
藤

『
刑
法
の
近
代
的
展
開
』
一
一
一
一
良
参
照
。

〔追
記
〕
脱
稿
後
、
清
律
親
腐
相
個
同
容
際
保
冒
頭
の

「
同
居
」
の
爽
注
前
宇

部
分
〈
本
稿
六
一
頁
一
行
)
の
訓
設
に
つ
い
て
、
多
少
の
疑
義
が
生
じ
た

た
め
、
再
考
の
上
、
本
稿
の
書
き
下
し
に
改
め
た
が
、
そ
れ
に
は
専
ら
滋

賀
秀
三
博
士
の
敬一
ホ
を
煩
わ
し
た
。
幸
い
に
徐
白
を
借
り
て
、
御
雄
申
し

上
げ
る
。
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Erzurum, acted on his own initiative. The local civilian and　military

authorities, even including ａ commander and the chief of the staff of the 3rd

Division staying at Trabzon, should assume the responsibility for Subhi's

death. Kugiik Talat Bey even listed names of those who were considered

to be responsible for this crime. Most of them are composed of local

notables belonging to Trabzon Branch of the Union of Defense of the

National Rights of Anatolia and　Rumelia.

ON CONCEALING THE CRIMES OF FAMILY MEMBERS

Nakamura Shigeo

　　

In the history of Chinese law the origins of the law concerning the

concealment of crimes by family members, according to which, those

who conceal the crimes of their relatives are either　ｅχempted from

criminal prosecution, ０ｒcharged with minor　offenses, are very ancient.

For example, they are detectable in the ｊzzぶects. Also in the legal codes

of the Tang dynasty this law is set　forth　in　detail. Later dynasties,

including the Qing, also recognized this laｗ｡

　　

While many previous studies of this topic have been made, they

have not systematically ordered the various provisions　of these　laws.

This paper will attempt to fill that gap in the research surrounding this

topic. While leaving discussions　of these laws to other studies, this

paper particularly will focus on an ｅχamination of various provisions of

the Qing dynasty laws, taking up a few decisions from collections　of

judicial precedents. The paper will try to introduce　systematically the

legal status of laws pertaining to the concealing of crimes by family

members.

　

Since this traditional law also influenced the Japanese legal

system, this paper will also briefly discuss the particulars of that influence.

－３－


